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メディアセンターに関する書誌
2011.9～ 2012.8

新 聞 記 事

・毎日新聞．“利用したい時，開いている？ 大学図
書館の開館状況調査”．2012. 2. 10, p. 4.

・文化通信．“学術書の電子化実験の成果報告”．
2012. 3. 19, p. 5.

・文化通信 bBB，増刊．“大学図書館が学術書ビジ
ネスを検討 慶應義塾大学メディアセンター「電
子学術書利用実験プロジェクト」”．2012. 4. 1, p. 1-
2.

・朝日新聞．“学術書の電子化実験中”．2011. 1. 24,
p. 24.

雑 誌 論 文

・舘田鶴子．“病院，医学部と共に歩く図書館”．三
田ジャーナル．2012. 6, vol. 265, p. 2.

・山内慶太．“初代医学部長 北里柴三郎；北里記
念医学図書館を中心に 慶應義塾史跡めぐり第
63 回”．三田評論．2011. 12, no. 1151, p. 56-59.

スタッフによる論文発表・研究発表
2011.9～ 2012.8

論 文 発 表

本 部

保坂睦．“KOSMOS as a “Discovery Service”？：慶
應義塾大学 KOSMOS の現在と，その少し先へ”．
医学図書館．2012. 3, vol. 59, no. 1, p. 22-27.

島田貴史．“慶應義塾大学における電子学術書利用
実験プロジェクト 実験から見えてきたもの”．情
報管理．2011. 09, vol. 54, no. 6, p. 316-324.

島田貴史．“慶應義塾大学における電子学術書利用
実験プロジェクト最終報告：既刊書・電子学術書
の学術利用の可能性”．情報管理．2012. 08, vol. 55,
no. 5, p. 318-328.

三 田

石黒敦子．“慶應義塾図書館開館一〇〇年を迎え
て”．三田評論．2012. 6, no. 1157, p. 40-43.

石黒敦子．“開館 100 年を迎えた慶應義塾図書館”．
三田ジャーナル．2012. 2, vol. 263, p. 2-3.

松本和子．“日本の知の発信：グーグルプロジェク
ト”．大学時報．2011. 11, vol. 60, no. 341, p. 84-87.

佐藤友里恵．“グーグル図書館プロジェクト：慶應
義塾大学における概要と現状”．図書館雑誌．2011.
11, vol. 105, no. 11, p. 750-752.

岡田将彦．“大学図書館における無線綴じ図書の損
傷”．Library and information science．2011.

12, vol. 66, p. 37-60.

日 吉

風間茂彦．“日吉キャンパスの図書館たち”．三田
ジャーナル．2012. 4, vol. 264, p. 2.

信濃町

Sakai, Y, Kunimoto, C, Kurata, K. “Health informa-
tion seekers in Japan：A snapshot of needs, be-
havior and recognition in 2008”. Journal of the
Medical Library Association. July 2012, vol.
100, no. 3, p. 205-213.

酒井由紀子．“「ヘルスサイエンス情報専門員」と
図書館員の専門性”．病院図書館．2010, vol. 30,
no. 4, p. 186-193.

吉田真希子．“JMLA 活動報告 第 13 回図書館総
合展 JMLA�JPLA フォーラム「社会貢献のための
図書館ネットワークを考える：震災時復興に向け
た健康医療情報の提供」参加報告”．医学図書館．
2012. 3, vol. 59, no. 1, p. 58-60.

理 工

市古みどり．“電子ブック”．電子資料契約実務必携．
大学図書館コンソーシアム連合．2012. 3, p. 44-52.

市古みどり．“書評・新刊紹介『大学図書館の価値：




